
J O C S 祈りの花束 2024 年 10 月 
今月のみことば： 
私たちは自分たちに対する神の愛を知り、また信じています。（ヨハネの手紙第一 4:1６） 

SUN MON TUE WED  THU FRI SAT 
 
 
 

 1 
タボラ大司教区保健事
務所のため（協働プロジ
ェクトパートナー・奨学生
所属先） 

2 
すべての人々、特に抑
圧されている人々に健
康的な居住環境が備え
られるように（本日、国際
ハビタットデー＊１） 

3 
第二期シロアムプロジェ
クト（協働プロジェクト）の
ため（ケニア）。派遣され
ている専門家の働きの
ため 

4 
JOCS の奨学生のた
め。（特にネパールの
奨学生のため。現在、
21 名） 

5 
ミラノ外国宣教会(PIME)
とその JOYJOY プロジ
ェクトのため（バングラデ
シュ・岩本ワーカー派遣
先） 

 6  
遺贈に関しての広報や
活動が実を結ぶように 

7 
HOPE プロジェクト（協
働プロジェクト）のため
（ウガンダ） 

8 
11 月開催の第 6 回海外
保健医療協力者会議
（通称：ネクステ会議）の
準備のため（本日と 31
日に準備委員会開催） 

9 
会報誌「みんなで生き
る」が用いられるように 
 

10 
精神の病で苦悩する
人々、その家族、ケアに
関わる人々のため（本
日、世界精神保健デー
＊２） 

10 
使用済み切手収集活
動のため 

12 
地区 JOCS の働きのた
め（本日、仙台 JOCS き
ってきっぺ） 

 13  
会員・支援者の増強の
ため 

 14  
ワーカーの安全のため。
バングラデシュの治安の
ため 

15 
JOCS の財務のため（本
日、会計監査） 

16 
食糧の公平な分配のた
め（本日、世界食糧デー
＊３） 

17 
貧困撲滅のために働く
人々や団体のため（本
日、貧困撲滅のための国
際デー＊４） 

18 
JOCS を支援してくだ
さる教会の働きのため 
 

19 
新しいワーカーが与えら
れるように 

 20  
教会学校のこどもたち
に JOCS の働きを伝
えることができるように
（20 日～27 日：NCC
教育週間） 

21 
JOCS の会員のため（特
に長崎県の会員のた
め。7 名） 

22 
国際保健医療勉強会の
ため、講師の弓野綾さん
（元ワーカー）のため（本
日オンラインで開催） 

23 
会長、常務理事、事務局
長のため 

24 
国連の働きのため。その
働きが世界平和と人々
の健康を育みますよう
に。（本日、国連デー＊
５） 

25 
岩本直美ワーカーのた
め（バングラデシュ） 

26 
ママ・ナ・ムトトプロジェク
ト（協働プロジェクト）の
ため（タンザニア） 

 27  
奨学金事業のカウンタ
ーパートのため 

28 
事務局スタッフのため 

29  
戦争・紛争の中で保健
医療活動に従事する
人々のため 

30 
関西事務局の働きのた
め 

31 
JOCS に協力するボラン
ティアの方々のため 
      

 

＊１：World Habitat Day (ハビタットとは元来「居住、生息地」の意味。国連によって 1986 年に制定） 
＊２：World Mental Health Day  
＊３：World Food Day  
＊４：International Day for the Eradication of Poverty 
＊５：United Nations Day 

 
 



みことばの黙想      2024 年 10 月 
 
これらの短いみことばは、フランスにある超

教派男子修道共同体テゼの昼の祈りから取ら

れたものです。 
より深くみことばを味わいたい方は、出典箇

所を参照して文脈のなかでみことばを黙想な

さってください。 
聖書本文は、原則として『聖書 新共同訳』

日本聖書協会発行をもとにしています。 
 

 
1 日（火）      エフェソ 2:19-22 
あなたがたは、使徒や預言者という土台の上

に建てられています。そのかなめ石は、キリ

スト・イエス御自身です。 
 

2 日（水）           ルカ 14:1-14 
イエスは言われた。「宴会を催すときには、

貧しい人、体の不自由な人、足の不自由な人、

目の見えない人を招きなさい。そうすれば、

その人たちはお返しができないから、あなた

は幸いだ。」 
 

3 日（木）         ホセア 10:12 
恵みの業（わざ）をもたらす種を蒔き、愛の

実りを刈り入れなさい。主を求める時が来た。

ついに主が訪れて、恵みの雨を注いでくださ

るように。 
 

4 日（金）           詩編 130 
主よ、あなたが罪をすべて心に留められるな

ら、主よ、誰が耐え得ましょう。しかし、赦

しはあなたもとにあり、人はあなたを畏れ敬

うのです。 
 

5 日（土）         申命記 31:1-8 
モーセは言った。「強く、また雄々しくあれ。

あなたの神、主は、あなたと共に歩まれる。

あなたを見放すことも、見捨てられることも

ない。」 
 

6 日（日）      ヘブライ 2:10-12 
多くの子たちを栄光に導くために、彼らの救

いの導き手を数々の苦しみを通して完全な者

とされたのは、万物の存在の目標であり源で

ある方に、ふさわしいことであったのです。 
 

 
 
 

 

7 日（月）             詩編 23 
主よ、あなたはわたしを正しい道に導かれる。

死の陰の谷を行くときも、わたしは災いを恐

れない。あなたがわたしと共にいてくださる。 

8 日（火）        マルコ 10:2-16 
イエスは言われた。「子どもたちをわたしの

ところに来させなさい。神の国はこのような

者たちのものである。」 
 

9 日（水）       マタイ 18:21-22 
ペトロはイエスに尋ねた。「主よ、兄弟が私

に対して罪を犯したなら、何回赦すべきでし

ょうか。七回までですか。」イエスは言われ

た。「あなたに言っておく。七回どころか七

の七十倍までも赦しなさい。」 
 

10 日（木）       ヘブライ 1:1-14 
神は、かつて預言者たちによって、多くのし

かたで先祖に語られたが、この時代には、御

子によってわたしたちに語られました。 
 

11 日（金）       ヨハネ 19:23-37 
キリストについてこう書かれている。「彼ら

は、自分たちの突き刺した者を見る。」 
 

12 日（土）        マタイ 13:44-52 
イエスは言われた。「天の国は次のようにた

とえられる。商人が良い真珠を探している。

高価な真珠を一つ見つけると、出かけていっ

て持ち物をすっかり売り払い、それを買う。」 
 

13 日（日）      ヘブライ 4:12-16 
神の言葉は生きていて、力があり、心の思い

や考えを見分けることができます。 

14 日（月）     ２コリント 3:16-18 
パウロは記す。「主の霊のおられるところに

自由があります。」 

15 日（火）       ホセア 11:1-9 
神は言われる。「まだ幼かった私の民を私は

愛した。私は人間の綱、愛のきずなで彼らを

導いた。 
 

 
 
 
 

 
16 日（水）        ヨハネ 9:1-41 
イエスは弟子たちに言われた。「わたしたち

は、わたしをお遣わしになった方の業（わざ）

を、まだ日のあるうちに行なわねばならない。

わたしは、世にいる間、世の光である。」 

17 日（木）        ルカ 24:35-48 
復活されたキリストが弟子たちの真ん中に立

ち、言われた。「あなたがたに平和があるよ

うに。」 
 

18 日（金）        ルカ 12:49-53 
† 福音記者聖ルカ日 
イエスは言われた。「私が来たのは、地上に

火を投ずるためである。その火が既に燃えて

いたらと、どんなに願っていることか。」 
 

19 日（土）       イザヤ 43:9-12 
主は言われる。「わたしの証人はあなたたち、

わたしが選んだわたしの僕（しもべ）だ。」。 
 

20 日（日）     マルコ 10:42-45 
イエスは弟子たちに言われた。「あなたがた

も知っているように、世では支配者たちが民

を支配し、権力を振るっている。あなたがた

の間では、そうではない。あなたがたの中で

偉くなりたい者は皆に仕える者になりなさ

い。」 
 

21 日（月）        知恵 11:21-26 
全能のゆえに、あなたはすべての人を憐れみ、

回心させようとして、人々の罪を見過ごされ

る。そう、あなたは存在するものすべてを愛

される。 
 

22 日（火）       マタイ 6:19-21 
イエスは言われた。「あなたがたは地上に富

を積んではならない。富は、天に積みなさい。

あなたの富のあるところに、あなたの心もあ

るのだ。」 

23 日（水）       マルコ 6:7-13 
イエスは、十二人を呼び寄せ、二人ずつ組に

して遣わすことにされた。十二人は出かけて

行って宣教し、多くの悪霊を追い出し、多く

の病人をいやした。 
 

 
 
 

 
24 日（木）     ２ペトロ 1:16-21 
ペトロは記す。「天から『これはわたしの愛

する子、わたしの心に適う者』という声があ

って、主イエスは父である神から誉れと栄光

をお受けになりました。」 

25 日（金）      マタイ 9:36-10:8 
イエスは十二人の弟子を派遣するにあたり、

命じられた。「『天の国は近づいた』と宣べ

伝えなさい。ただで受けたのだから、ただで

与えなさい。」 
 

26 日（土）          １ヨハネ 4:7-11 
ヨハネは記す。「わたしたちが神を愛したの

ではなく、神がわたしたちを愛して、わたし

たちの罪を償（つぐな）ういけにえとして、

御子をお遣わしになりました。ここに愛があ

ります。」 
 

27 日（日）      マルコ 10:46-52 
イエスは盲人に言われた。「何をしてほしい

のか。」盲人は言った。「先生、目が見える

ようになりたいのです。」そこで、イエスは

言われた。「行きなさい。あなたの信仰があ

なたを救った。」 
 

28 日（月）      出エジプト 3:1-15 
主は言われた。「わたしは、エジプトにいる

わたしの民の苦しみをつぶさに見、追い使う

者のゆえに叫ぶ彼らの叫び声を聞き、その痛

みを知った。それゆえ、わたしはくだって行

き、彼らを救い出す。」 
 

29 日（火）     ガラテヤ 3:23-29 
あなたがたは皆、信仰により、キリスト・イ

エスに結ばれて神の子なのです。 
 

30 日（水）        マタイ 6:7-15 
イエスは言われた。「あなたがたの父は、願

う前から、あなたがたに必要なものをご存じ

なのだ。」 
 

31 日（木）       １ペトロ 1:3-9 
ペトロは記す。「神は豊かな憐れみにより、

わたしたちを新たに生まれさせ、死者の中か

らのイエス・キリストの復活によって、生き

生きとした希望を与えてくださいました。」 
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